


























































Frajzyngierと Erin Shayの編集による「The Afroasiatic Languages」で、ケ
ンブリッジ大学の出版局から 2012年に第一刷が出版されたものであ
る（購入は 2013年 6月 1日）。この書籍の題名を見ても理解できるよ
うに、「Afroasiatic」つまり「アフロアジア」という呼称は、世界的に
かなり通用する一般的な呼称であることがわかる。「アフロアジア」
という呼称を題名に使用した、日本語で書かれた最初の書物は、筆者
も関係した、山川出版社から出版された〈民族の世界史〉というシリー
ズの第 11巻『アフロアジアの民族と文化』（1985年）であろう。
　この本の中で筆者は「スワヒリ語の世界」という部分を執筆したが、
本稿では、「アフロアジア」という呼称そのものの解説を試みたい。
　というのは、この地域の言語・歴史・宗教等に関係する専門家（た
ち）にとっては常識となりつつあるこの呼称の内容や意味について日
本ではまだまだ人口に膾炙しているとは言えないようだからである。
　実はこの書物の「序章」がまさに〈「アフロアジア」とは何か〉と
題されている。だからこれを読めばこの呼称になじみがない人でも、
「アフロアジア」とは何かがわかるはずなのだ。しかしあえてここで
はその内容の概略をわかりやすく解説してみたい。この小論が、この
呼称およびこの呼称があらわす内容や意味について理解をしていただ
く道案内になればと願っている。
　現在「アフロアジア」という呼称で呼ばれている地域は、地理的名
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